
〇 〇 〇 〇 〇
一 一 一 特 都
般 般 般 定 市

平 競 競 競 調 計
成 争 争 争 達 画
十 入 入 入 道 契 札 法
四 札 札 札 立 約 幌 に
年 中 医 よ（ （ （ （
三 電 水 冷 央 物 科 る

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇
争 補 都 道 道 道
議 助 市 路 路 路
行 金 計 の の の
為 等 画 区 供 区

支 の 公 の の 域 用 域
通 交 変 の の の庁
知 付 更 変 開 変

告 に の 更 始 更

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
過 土 道 道 土 大 卸 地
疎 地 営 営 地 規 売 方
地 改 土 土 改 模 業 卸
域 良 地 地 良 小 務 売
自 事 改 改 区 売 の 市
立 業 良 良 の 店 許 場
促 の 事 事 役 舗 可 の
進 施 業 業 員 立 開

第

〇 〇 〇 〇
生 生 精 産
活 活 神 業
保 保 保 廃
護 護 健 棄
法 法 及 物 告
に に び 処
よ よ 精 理
る る 神 施

号

毎
週
火
・
金
曜

月 話 質 凍 農 品 大 開
十 交 汚 機 業 の 学 発
二 換 濁 保 試 購 告 行
日 業 防 守 験 入 示 為

務 止 業 場 ） に
） 処 務 告 に 関
の 理 ） 示 係 す
実 施 の る る

火 施 設 実 入 工
保 施 札 事

曜 守 の の
管 公 完

日 理 告 了

（
示 五 表 関 決 及
件 す 定 び
） る 供

権 用
限 の
の 開
委 始
任 の
の 一
一 部
部 改
改 正
正

特 行 変 計 の 地 設
別 の 更 画 就 法 の
措 協 計 の 任 第 許
置 議 画 決 及 五 可
法 の の 定 び 条
に 適 決 退 第
よ 否 定 任 一
る の の 項
市 決 届 （
町 定 出 新
村 設
道 ）
の の

指 介 障 設 示 目
定 護 害 の
介 機 者 設
護 関 福 置
機 の 祉 に
関 指 に 係
の 定 関 る
変 す 許
更 る 可

法 申（
廃 律 請
止 に 書 次
） よ の

日
発
行

等 （
業 二
務 件
） ）
の
実
施

（
出（ （ （ （ （

労 納 都 道 道 道
政 局 市 路 路 路
福 総 計 整 整 整
祉 務 画 備 備 備
課 課 課 課 課 課

代 届
行 出
工
事
の
完
了 （ （ （ （
土 土 土 土
地 地 地 地（ （ （ （

道 改 改 改 改 地 地 地
路 良 良 良 良 域 域 域
計 指 指 指 指 産 産 産
画 導 導 導 導 業 業 業
課 課 課 課 課 課 課 課

の る 内
届 応 容
出 急 の

入 概
院 要
指 等
定
病 （
院 廃（

保 の 棄
健 指 物（ （

保 保 予 定 対
護 護 防 策 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一 一 一 一
一 一 一 一 〇
三 二 一 〇 九

２
ラ法ア
覧北

管産燃ス第縦

理業えく
第場道

型廃殻ず条の海

物汚コ２所釧

最棄、、

終

） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一
〇 〇 〇 〇 〇 〇
八 八 六 六 六 六

路業

平申釧株産釧産廃

会廃郡廃
棄 成請路式業

者郡物

路物
の 年の釧社棄釧棄

２住路釧物

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
六 五 五 五 四 三 三 三

条次１

棄１おと平申

廃第なの

の請

物項、お成請申

のの産り
３要月

処規業で年概年

に棄る月日

理定廃あ

） ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
〇 〇 〇 〇 ー
三 二 二 一 ジ 印刷

北

〇 〇 〇海

遊 不 一道

技 在 般告

機 者 競示

の 投 争第

認 道 票 道 入
定 公 を 選 札

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
一
般
競
争

道 入 道
教 札 教

及び支

処処泥ン項及路

施鉱リび時庁

分理、ク
３域

）設さー第間地

場

に策

お、く項政

にいト
定環

てい及規部

いばず
る生

理ん陶す境

処じび
請課

る紙器申活

す、磁

所町路処町処
処

産くく

、別厚理字理
理 月

及

野設
び 日名保生施遠施

及野の原の
清 称原社設

基類
に び南代設野種

掃

表置関 代

す 表線取の線

締場る 者

律 氏地３

法 の番役所番

中施 名

行 山

及
びよ物。

に産施

掃、理

清り処日

許

る棄置

す廃設

関業設
理申

律処可

法物
設
和設書

昭施請

及 安 行 挙号 （
び 委 う 管 道
型 員 こ 理 立
式 会 と 委 学告
の 告 が 員 校
検 示 で 会 消
定 き 告 防
等 る 示 用
の 病 設
告 院 備
示 等 等

の 点
指 検

育 育（
庁 物 委
宗 品 員
谷 の 会
教 購 教
育 入 育
局 ） 長
告 の 告
示 実 示
施

廃、等

業ずず書

物維膏縦前

棄繊石の午

種ずーの時

のくボ覧９

動に所ら

類、ド場か

一 植限、午

〇 物る時後

一

残）及時

性。間５

さび

請勝

令 申

、期分

住

和 の

昭 者範

名第 氏令 は政 又

年 所
）

第
）

号

律可
法許下

年置以
請請 第申申
が書

道 以
っと海 。

あ」北 号

。事

。う知 下
たい

内 と

の堀 」

） 法

定 業
の 務
一 ）
部 の
改 実

示 正 施
（
二
件
）

７

ガ
、
等

綿
石で

廃間ま

第
条

）

概達 。

の う

容 い

ハ
号

は
等也 第

要
、

一 一 一
一 一 一
八 七 五

一
一
四



定ゆ

名医ス株介ー指う

法ー会・訪う

療テ式護
富祉介

人シ社福問」

称

ョ事

庚ン良シ護

又大ョ

所

ヘんタッ業

は会こ野

氏ルクプ

北 海

居し 北

生宅た 海

介。平

江

道

護成

別活
告 市保
若 示護
し年 立第

く３ 病

法
昭 院は月

居 号和
宅日

道 公 報

規 北

精定精 海

に平神 道

よ成病

神 こ

告

院

保 と

り 示健 。

、年の 第

び応３名

及
精急月称

入 号神
院日

第

３

の意及意支

律意境所路

見こ

書地

昭書の保見び見庁

に設は域

和の産全書施

提業上

北策

年出廃のはの、政

地意類海部

法棄見、種

律物

号

縦平

イ
平釧覧成

成路の
十町期年
四住間３
年民月
三

パシポ

課

サの訪訪訪

名ーーピゆ
護

ビ介介介 種 ー問問問

良館

所函富函

ス類護護

在市野市

館

第援
律 別支

法護
年 江介

市計
画

別成 第

江作 ）
の 号

市又

障

町設 ２

草施 の

若は 条

祉院
福病設

者定
害指開

ると所

すの
関次

にを者

指
律り

法お

か見を道環

和し
昭定在

理ら書記知境

第処
施のを載事生

設意提の活 号

便） にの見出上郵課 ）

をる生番に 規設書す、

成 すに提者活号平 定置
関出の環 るしす氏境

４ 日、る名の－年 休

利こ及保

月 を害とび全 除
月日

十か

二ら

日

月
４

年
同

火

ま
日

曜で

日

町町

地町本代

本市万

日

６番番

又番２７

は号３

定成

指平同同

所
住

号号

の

地を 項

番護 １

６介 第

道 に

平さ海 定
当北 規

担
る知 よ

成せ
機事 り
関 、
を堀 介

た

と 助
の 扶
次 護

海指 第北 律
法地

年。

定 道

第月
事 ）年 知 号

堀日

４
の

条

関が住上
見路 。係で所の釧日 く

をき並
か浦）

有るび地市金 ）

２で

る産ら見ま

す。に

目到

は廃意丁に

者業の
番す

北物を２着

、棄見

る

海処記

道理述

曜

事設るう

知施す号よ

日

か曜

時土

９、

前日

午

の

時民

５国

後び

午及

ら

に
日

で祝

ま

年
月
日

援定室

ー株祉北支特く

会業市事非蘭

ム式事見
所利宅

岡社部花業営居
動護

ゃ岡地活介

ち武園

也 め
り た
お達 の

ん商区

ー呆

順グワほ痴

の定
指

ホ齢 天プ高 か

ー性 の ル

項
１

達 第

ムグ 里

ー者

の

テま

ス広同そやデ

の

也

ー シ皮 ちサ ーと 葉らイ
ス ンリと科ビ ョ膚 ぶ ク

と海出

にのこ北提
あク

場釧る

活置。道す

生設

ー株護医さ医さ留医

環

萌法

ム式サ療わ療わ療

人き人

指会ー法ざ法ざ

医社医市禎

定社ビ人き

事団院団院心

訪士ス社

関
介ハ業箍箍立会

問別

会

定う資

指ゆ合
法
る
す

グ

護川

介富

宅う社

居ゆ

介宅人援

の店居法支

支

支

福護っ

」護介わ部

家

援宅援

型活福貸居支居

用介事介事

共介祉与宅
北室

生具護業護業

同護

士 ンー

富 サル 病

２静番

痴型活痴

院ラ館ホ

フプ

介呆共介呆

短療痴型活
同護対同護対

期養呆共

所護応生応生応

入介対

剤 いリ ニわ 調

北士夕静

ク局クげ

ッす 薬 ッニた
理所

訪居管居管居管通

指療指介

問宅理宅理宅

導養導養導護

看療指療

訪

北同砂番北シ釧

護養

ヤ園園病問

護イ部田田

りり院護

業ー通通看

事

問問

訪訪居管訪訪

所介
介看療指看看

問問宅理

石同留稚

護護養導護護

所ホ

業ア

事リ

援ロ
番士

護

介事介

宅援問

居支訪

見蘭

同沙

護業

番内

の

号静花宮

７郡号市市
町

町町森

内園

吉

－

野番４

町
１
丁－

目

静

島市郡郡

広別張内

１

条町町

大５山内

市東栗
富と

曲

丁士き
わ 番目

番町 地

地３

広ャ路

地目

番丁

広川
空市ニ興

島市号島イ市

太日グ４

広知朝ン津

市

１６エ目

町東町ウ丁

葉
３
丁条丁ル

９丁１１地

目３目ズ番

目－－
７ １

別狩萌内

市郡市市
丁

２別雲１

西当東栄 号
７北２目

条町町

丁栄丁
２

目町目番

－番号
地 番

西
川

富
町
別
門

郡
流

地

一２

〇丁

二目

同同同 同同同同 同同同同同 同同同同同 同同



。成

可 売た平

卸し許

可

年 市

平 場

月成 法年

十 ３日

四 昭月

年 和

三 日名

北 海

北 を

海 許許平

道 可 可平成

告 し成年示 た

月第 。年
３日

月

号

日名頓組

道 公 報

北

卸 海

売

デげ医問

道

市

イ」療介

告

場

サ桜法護

示

法 ーヶ人ス

第

団ー ビ岡社テ

ス高シ昭
和 号 橋ョ

わ病ン

第

届平療テ

生り名医ス

お

人シ

保出成称法ー

活
護が
っ３庚ン

法あ年又大ョ
ヘん

昭た月は会こ

和。
日氏ル

号

海
北

ケか

道 アぜ

告 プ

示 ラ

第

セ
ン
ン

号

ー
タ

月 年

十 法卸

二 律

日

称

第
）

号売

第住

火 業 条

曜

１
第

日

称同合
協

業

開漁
別

項者

幸別

住枝頓 設

郡

者別地
頓番

浜

第
律

す訪町法

院元年 た
通訪

護護第

介介）

所問号
定

路５館規

釧番函の
条

市号市

サの訪

第
律

法名ー

年パ

ー問

第

ス類護 ）

ビ介 号種

よ
そ

市 ２在館 の

所函 条

田
亀

護業
介事

宅援
居支

規所

の

郡

う り海

よ北卸行市

に
定

方 次知の の地 、道場 売
を売称

と務卸名

の事業

所字
町

売取の

卸
り
お堀

方

方 海別地

北地の頓合
協売 売 知名業卸 卸 道漁

別

堀場称組場
同市 市
事

り

ヶ町よ

桜元に

開枝

岡

次

７番、

丁

と

目号の

更方

同変平変変地
り
お

前後卸

更成更

・

売 事

市 業

に

町 定又任 規

地時 の

は

り住 北番 よ

海

平 介

事 定

知 指

道所号 、
機

堀成 護

届
出

関
か

山
中

大
町

飯
七

の

－

を也品 務部 扱

業達

成
平

許目類
荷

大
アイウ

駐 規駐

輪台さ

ののき

小場場ば 台 模車

浜頓

の郡字

達設幸町

売

所頓別

也場
は

埼大代株埼大平大

玉規表式玉規成規
模 県模者会県模

売

さ小の社さ小年小

い売氏い売

場 所

の 番

開 同号

設

１

式

出大石石大名株

届氏

模フ市模会

事規狩狩規

ッ川売

の小ァ樽小社

項
概売

ら達

域７

と容止

也廃 の

内 次

規 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに３

舗設８保北月

成
平同

台の

舗容容設

店収収施

配
の

設積

施数数面

の台
事
る

す
関

に
置

２舗

た店名した店月店

む市の日内

ま舗まま舗
設店

宮おら宮新の

市に

面

町て代町を舗

原い原

売取丁る積

２小表２す

合

目業締目日の

丁
を役

原号

４う藤４

番行番計

舗ま

要店シ６店し
号者

設ら

のン１をむ

舗ョ条
１す代

称ー目置

名モ丁

所地者取

び番る表

及ル

藤

名

地か氏役

在ほの締

は原

又

立置条持海 号

か２た石

地者第の道日

ら項め狩

法
成規規慮庁

平大の配支

模定す商

法売基き労

年小にべ工

第舗き項観

律店づ事働

の、に光

ン

頓組株サ

号新当つ課

ド

協ル 会

業ー

漁ワ 式

別
別小目

枝頓苫丁

同合社

幸

牧 郡

市番

項 番 浜

一
〇
三

称
名

は
又
名郎

氏次

の秀

次

名秀

に
び

並
所

住
び

及 海び

北並
所
住

び
及郎

称
っ

堀あ
に

事人

知法

道に

第に大て到

）設該いに

条い模見す

５つ規意着

１届売有よ

第て小をる

のが舗る提

項出店すう

定っ設はす

規あを者出

よ。す書こ

にた置、る

汐５

、者にが

りる面と

地

字１

町町

別見号 地 頓

卸 漁方歳方 別地
頓合千

同市市 公

協売売 業卸市

て
っ
あ

に
人

法

組場設場

よで

の

也者
表

達代
は

て

との平る

のそりき

次が

お周成。

り辺

部

物物

産産

水水

大地年 部



町退

役田就の就退

の沼
地

の成土任別任任

員平
就

成

及３良就平同

任年改
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役－。成

３

栄東

共条

達

寛調
府
政

丁

町

目
地 、番 １３ 番

、
７
番

箱
）

６７８

箱位

１単

開札札交交

入入入落北

証明者 保道 保説

札 札海

金務 金書の 札付付 証財

はの

リ又りり

ンはのの

こ単単

５
ヴれ価価

行
道執
海札入入開

北入
市場
幌の札札札 札

豊三
ウ契

４
） ェ瓶 明ウ／ 菱

申
約 条と。

るるいアイ

書項 付ろ請
条 件こ申申

関
に

般よ類を 請請 一に

２３
る
す

入道薬。件こ

入争と条
一

事の に成札が付

札平
参行法入 参

札 加年加う般

番

す北資指競

、

規 る
す入入 を

達
調納納

つ定 日場方則 、交 に決

免付
す関所法法
昭 除に い方

るす

和 時て

年 。る
事札

道 同医場

海 に項幌の

北

学交

則 。大で

規 じ科所
事付

第

所

区び
央及場日場 中所

条
１時
南日所時

西札１幌平

幌階医成郵に
送同 丁市会科
４よ。

目中議大年にじ

事月る

央室学

場

札区

幌南務

争、提す 時方 競りの示

札の期法先所

入２出場
便

る掲平条示郵

あに
で

付よ番

のげ成件に

でる
格３般作

、資年一り号

入
札を月競成
争し－ に有

入

和、 る海格名争
は 昭

者道を競地

す入参
方 年 に告有争札

律 要第る札加
自 法 必示
こに資
治
法 第 な
資号と関格施

格又。しの

平指査 ）令 はて審 号行

に
を基昭 成名

和

年停づ

等
様
仕間所

の
品期場 物

医
成幌
平札

入

医

明月学

説５大

札年科

書１

務

以 総。

。 局る

号 務す
課

下
い

と
」
則

規 室務 計財 会

送総は

医１郵局日合

う

前前

大西に務午、

科条
よ課 学

日 事丁る会

局合室で

務目場計時ま
着

務幌、必

総札は）に

大番こ

会科便の

課医郵
基。

室学号と

計

参す日入た

加るか札関

ど４加書札

しから参係
格を医

うう月資類幌

よ
とか

ま請出大

すの日申提科
な事

者査で書し学

る審

れ局

、申びけ務

はを及
な務

かし請ば総

ア請申

く

らな書

道れ薬政 海さ医年 北止

示いの第 告て品令

一

号こ販） ９い般号 第な

にと売第

規。業

の

る可５

す許の

定の条

ら附

よか部

に日学

物を

院
成病

。平属

る
３
年

一月

一
〇

第
）
。

で
ま

日

第
条

） 礎
医－
学
研

な会

ウけ類ら課

棟札
究

。室

でば出い計

まれ提

２
めな指

定らの

にな先 い定

購て規

のけの

品受

競こよ

等るに

入



平
成
十
四
年
三

北 海

．

こここ詳

ののの細

公入入は

告札札、

の及の入

内び執札

容契行説

道 公 報

約本

な算契契日

加アイ

、たにの語

おし約名所

費計す続び

消合関手及

額事お本

税金るに日 在

等

第

に入書入入わ

そ号た問
書、

札掲札類札札ず

開

参に額に消

のげに等金

に入加つに記費 の時る

るす等

お札しい係載税

及よて

号

約 のて
項っ契要

１も
９

に作

定札書 規入
定なの り効

成 よ有

月
十
二
日

火

５

曜

日

は約は明

予は、書

定、公に

で調開よ

あ達する

り手る。

、続。

変の
更停
す止
る等％ こが
と有

を称地て通

相に務い国

未当用

額円担使貨

当１

話る

、満す北郵電す

は

組道番番言

当のる海便

及

代数織札号号語

該端
金がの幌

び のあ名医

貨

請る称科－－通

求と及大

－ のきび学

金き

てびう説消る抜

い

を税額価

、 他こと明費

に公る求及は格

２のす

地消当

規告者めび、相

定、れ方費額

定にはら

るめ開た消税

す

税に価

資る札場費等単

を札日は係）

格入の合
下課す

有にの、以ると

た札否

め入要

し関前そ

定）
予。

のる
々限

各に
者

格た
価し

）札
価落

単を

がり
有得
りる
得。
る
。

とは所事

き、在務北
内 加の総道

にそ地局海

す数課幌線 算端務札

る金会市

こ額計中

切区

とを室央
西

税て条

費捨１

消り南

なす日れ税る
等る

費業と

いるまに消事こ

件にじ税者。

者条で応
け」あ しに、な等で

の

か 入反幌れとる た違札
た科なう免 札し医ばい
な）事 財入大ら。税 、

者 規は長いの業 務札学

者

無ら扱で 則、か。取

囲
範。

のる
限す

制と
の

格
価
の
低
最
で
内

３４

約海札入入開開

契北入

項夕行札札札札

条道執

示郡場場日場日

を張の

保

１２

調契履札成業

入入平守
務

札調
に達達に
北託

付をを約行参年委

る期場す海の

すすす加

るる

相。
を
額。目

当）丁
北

次 海

の平 道

と成 立

お 中

り年 央

一３ 農

般月 業

効、いあ 第
と提る

。
各るしを

す出か 条

．．

を
）
価
単

場沼及所時所時

す長所
東日

所町び

同

線海成にに

６時北平
同 北道
夕年じじ

北長１
郡月

号張４。。

役役る道資

道町

海沼日

を

項務務間所者立格

事

す

名仕必央有

ののに中

海な業る

称様平北要農

道資試こ

及等成

び

４張場。

数年夕格験と

説１長示

札月郡告

量入
海書か町４

北明日沼第

競 試

争日 験

入 場

札 告 道

示 立以 第

中下 ７
号 央入

農札
」 業と

試い北

中６前

立東午

×

央線

農北時

業
場北

験
試号

一 総海

一 務道

一

東号

課農

務央

総中

部立

線規

立よ平６に

道にら
北定

中る成

央。

す 農年
北海

試月北

業３号る

験

立中

冷ま道立

場日海道

農業

保央農

機中央

凍で

守

う海 験。道

場）立

を中 告実央

示施農

す業

る試

。験
場
長
下

験

業業試

堂
講
場

験
試

業

機

式凍

一場冷

験場

務試

昭
勝

野



所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及の 在 者る関札

事称地契行

なをるび執

っ申

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

道 公 報

８９
っ

交札入約

落財て契要そ
の 則 付の作

規 者札書

務

方定効の

第 決有成

方な要

法法入否他 条

第

６７

便便札交

保号と郵郵入

第 金う等及説

証入）い

を。にび明付

札
保
納）よ電書

の 金 付第る報の場 条 証

入に交 の す

札よ付所 ７ る

号

５
入
札
入以

平下 札
成保に
十消 参
四証費 加

年税 し

三

は、

たし務約は

等 金よ

る担北郵電、公

者出を

す

、こ当海便話調開

は

号手る

落とす道番番達

決組中続。

札。る立号

の 定織央

停 後の農－
－止 速名業

９等 や称試

有

か及験－が

にび場北

札

てた びる金もか入

い

て税書

、っ こ消額っ免

２て の費

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

限 項に １札 第

しれ 関の

定 道場。 規 海のる の 北
交た よ

中でし に

立所）
め

業すを 定

農付者 り

央
場者 予

験。札 た

試る落

関 びか 付 こるに 及条 納
免 。札す北 北ら の と入

除はる海 海第

認事道 道 、

まな張 務 納条め項夕 財
の。長 則 のでい郡 規 付

定沼 方
はる東 和 等め町 昭 法

と６ 、
月」 う

十と と

二い す

日

当 そ
相 、

） は
。 者

う る

火

を 者
額 の

曜

む 見
含 の

日

り

。 積

消所総海

地部夕内る

費在務道得

の務郡

等総張線。

税
課課長

で線

者６

業東

事町

税沼

あ北

る

札、

なた す端入ず

か号

者額 条がに見

い金 る数

にる加も

のに 件あ参積
るた た該 違とすっ し当

札額 しは者契 入金 反き

入そ、金 、の た、は約

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

格

務す 価

総と 定

無金等

の

課限

務制

総。 の

部る

こ線 年

の
低

最
で

内
囲

範

海 方ろ北 北 地

に
。 則 法る 規 治よ号 道 自
行
第 施

。
号 令

下 和
以 昭

た
の っ

） も

財 年

契
に
額５
金の

約分
び額
及る
税す

費当
消相

６７

業
事
税
免

地以

保第う郵郵入

以証入。便便札

金札）等及説

を保第にび明 条 下

よ電書 の 消納証

る報の ７

効額に に分 第

付金

相の とを係

条当 す切る

４５

。
各るすり課に

海札入入開開入

北入入

行札札札札に

道執札 札

場日場日加

張の参 保 夕

濁

２３

も
を

格
価

郡場

条

履札成止約

入平防契
処 に

示

加北施を

行参年理項

則 第
規 令

務 政

場す海設

」
１

と成札調調契

の平入

次

に達達 お
３すすす

り年付をを約

の
方上

般月るるる期

一

税札
費入
消

海
北

立
道

詳

中 細

央 は

農 、

業

税すの入に交 及条 費 入

北ら 等る納札よ付 びか

の入関 海第 」こ付るに

とと

札す 道 い。免

ま認事 務 う除条はる 財

な 則 ）納でめ項 規 。、

当方定い

相付の

を等る 和 額法め。 昭

含はと

所時所時金よ

長所し
証

す

東日と

町びう

沼及
線海成ににる

６時北平
同同者 北道
夕年じじは

の

郡月そ

号張４。。、

道町の

海沼日者

北長１

所

所者立守場

る道保す

イ要農等

必央理

に中管

北北北資試務

な業業

ア

場託

海海海海格験委

北
夕立岩立告の

道道道道
沢央第格

張中見中示資

役役

長農市農５を

郡央

事 競

仕

入のの

争日項務務間

称様平

札名

以及等成

下び
仕年

説１

札等札月

入様入４

い北北保書か

と明日

」
試 札

験 説

場 明

告 書

示 に

第 よ

８ る

号

海 。地ろ 北 む、こ 年

。

治る 規 の自よ 道 ）方に

法。 則

の

施第 分

行
。 に

令号 ５
す

和下 当

昭以 相

６前積

立東午見

年財 る
も

中
央線

た

農北時っ

業

海額

場北金

験約

試号契

務道

総

及

務央税

総中費

部立消

にす

沼業上業号有

課農

東験向験規る

町試幌試
岩すと

６場町場定こ

線水

見る。

汚沢北 番 北質
地

止地立

防験道

号濁試海

守にら

業

室農

理央

処中

成

。道道管よ平

う海海

）立立理る

を中中等。

施農農務３

実央央業年

す業業月

る試試一
水で

場場ま

。験験式日

濁

下汚
質

長

一
一
二

の

第則 上

令規 以

政務 額

」

試地

業び
札）い

号と 入

験
試

堂税

講費

場消

験方

理

勝処
止

野防

汚
質

水
場

設

昭施



１

と成札調調契

の平入

次

平 に達達 お

成 り年付をを約

十 一３すすす

四 般月るるる期

年 事役役 競

三 争日項務務間

北 海

海
北
道 アイ

立 ここ詳

中 名所のの細

央 入入は

農 在札札、

業 及の入

試 び執札

験 称地契行説

道 公 報

で約

る捨税相者契

アイ
す札あに

落額て事当落

金者る者る関

札をた業

定算額で金とかす

決加

申事

にし）あ額なをる

当たをるをっ

第

９

開に入

財て契要そ号

っ

金

規札 札書掲札

務入約

の 則の 作げ

効の入等

第時 有成る額

に

な要札に

入否他及係 条お

号

８
定

決

付付の
者

交交札
落

所法法
方

場方

月 入のの

十 札名仕

二 称様平

日 以及等成

下び
数年

札札月

入量入４

火

と北明日

」説１

曜

う海道にら

い北海書か

日 。道立よ平

場 約は明

告 は、書

示 北郵電、公に

第 海便話調開よ

９ 道番番達する

号

中続。

立号号手る。

の 央

停 農－
－止 業

９等 試

有

験－が

場北

出を

た金もか入たし務

書はる担

っ額っ免札者

てて税

とす

は当落事に、こ当

載札。る

、該札業記落

額格です決組

入金価者

後の

書にとある定織

札

るかと速名

に１するこ

及

載未のを。や称

記円
の、わにび

さ満で問か

こ消 １て 札びる 第い

れ

公税 の２ 限の費 項、 に

にの 定規 。告等 規に る

め扱 よす し定取 に定 ）
を入 定資 者るい りる た

予有 札に たを 落札 め格
し 者関

立所

道道場

海海の

北北
長農付

郡央交

張中で

夕
場

東験。

町試る

沼業す

）立中る成

６

を中央。
試月

施農業３

実央農年

す業

る試験

長話で

場電ま

。験場日

り

野務
業

下換
交

総海
張線。

部夕内る

務道得

務郡
総
課長

北
線
６
東
町
沼

、費在

た端入ず消所

号

等

額がに見税地

金数札

課

当る加もの

にあ参積

事 金きるた税 該とすっ

者 の、は約業 額は者契

そ、金

の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

い する 価な とす 定

金等

に 制の 。件 の者 る条 格

札し 範入反 のた違 限し

最務札 で財入 内、た 囲

務
線総

無 の則、 低規は

部
北

昭

式

勝一

課
務

号総

落額

開に入る

要そ号ア
加 のの札 げ金を

札掲札

７８９

入等算

時決 る額

っ

交交札入約

入落財て契

付の作

規 説者札書

務 札

則 明付
場方定効の

第 書決有成

係税 相の 額に免 に分

の

を

事 当切る

６

すり課に業

保第う郵郵

入以証入。便便

札金札）等及

にを保第にび 条 下

よ電 の 消 参納証

る報 ７

効 価第

加付金

と 格
３４５

。

も各る
す を条

海札入入開開

契北入入

行札札札札

条道執札

約

場日場日

を張の保 項夕

換

２

示郡場

委

履札成務

入平業

に
す海資

加北の

行参年託

係た

おに 札にし

に定 場

額

てた びる金

い当 他及
２て の費

、っ こ消

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

交方な要

に札 第 付所法法入否 条
限 項 関に １
規 る海海のる の す北北
夕立所） 定 事道道場。

央交た よ

張中でし に

項

業すを 定

長農付者 り

郡

に 及条 費

町試る落 め

沼

納札よ びか 税 しすの入

」 うこ付る 北ら 等 よる
と ととの入 海第

札 道 い す。免
、ま、 務 う る除条は 財

め 則 ） は納で認 規 。 者
当 そ方定な

相 、付の

等る。 和 額 の法めい 昭

を 者
含 のはと

及所時所時金

す長所

証

東日

所町び

場沼

同

線海成にに

６時北平
同 北道

５張４。。

１夕年じじ

海町

北沼日
長１

号郡月

に中有

所者立を

る道格

な業こ

北要農る

必央す
場

夕格験。

道資試と

海

満

町６

沼第

長示

郡告

張

た す端

しれ 関の

有さ に

あ

者額 条が

い金 る数

な

該 違と し当 にる

のに 件
た一 入金 反き

一 札額 しは

三

入そ 、の た、

財札の

予

東験。札 た

は端 分 務

務す 価

線総と 定

６場者

部る 格

北

範
の

課限

務制

号総。 の

北 む 見、こ 年

最
で

内
囲

道 ） も方に 海 。 積地ろ

た治る 規 の っ自よ

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

立６前

道東午

及年財 る

中線

央北時

農

立

総道

場海

験北

試
業号

に

東号

務農

総央

部中

務

す

北定

線規

６

中

道立

海道

北海
北

号る

数 の 規 農業

央農

中央

立

効額 に 第無金 ５ 則、

相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

以
び政務 額

も
を

格
価

の

」 の
方第則 上
地令規

消

課業

税札）い

費号と 入

場

試験

業試

堂
講
場

験
試

舎交

庁話

場電

験



３４５

札約海札

次仕入契北入

が説説条道執

の平道様
行明明項札行

い成
ず

市場

れ年うの書を幌の

付す中所

に北指場交示

競及の場央及

も海名所

該道

北 海

１２

札調調契納札

入アイ入

を約入参

に達名数達に

る期場す

すすす加

付を

品間所者

事物物る

るる
項品称量

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 教 詳

お 育 細

り年 委

一３

は

員

般月

、

会 入

競 教 札

争日 育 説

第

所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及の 在 者る関札

事称地契行

なをるび執

っ申

号

捨税相

平て事当

成た業す
十金者る
四額で金
年）あ額
三

告争び場所区び

をるを

３時

す示入日所北日

当

に交条

る第札時で

こ
。にす時７

と号関付西

名う

定指行目

規るに丁

止道

物停海

るを。北

す

のの必

等等に

のさ教

品

調仕平北要

達様成海な

名

道資

称

予等 及
紙数４育

び用定年教格

量量入月庁

数

札１構

説日内 ４

明か 判

書ら北

入

生に平海 箱 再

長

札

明

告 書道

示 に教以 第 よ

育下 ７ る

号 。委入

員

」
札

会と

教

う北

い

育

をは、

たし務約は

。海

はる担北郵電、公

者出

達す

、こ当海便話調開

号号手る

落とす道番番

決組中続。

札。る立

の 定織央

停 後の農－
－止 速名業

９等 や称試

有

か及験－が

にび場北

月もか入

十っ免札

二て税書

日

す

価者載

札業記

落事に

とある

格で

火

るかと

するこ

曜

で問
のを。

日

い企

入て庁

購れ育

、わ

をこ務

格い総

資な画

の
こ課

る務

す。財

有と部

札

上よ成道

。
と

質る

箱月中

１３市

紙。年幌
央 当

条

ので３

りま北

た日区
目
丁

）７

価西

単

長

を教

）道

告実育

示

長
育

。教

る会

す員

施委

り

田
鎌

消所総海

地部夕内る

費在務道得

の務郡

等総張線。

税
課課長

で線

者６

業東

事町

税沼

あ北

る

参積
に見

札、
入ず

か号

は約
者契
るた
すっ

加も
費の
消額
、金

税
等

の細

算契ここ詳

加アイ

たに入入は

し約名所の

す及の入 在 合関札札、

）

計

開に入入わな

要そ号問

金書、、

札掲札札ずお
費

時る額に消消 ののげ

市
昌

入に記費

８９

１入

札の約

郵郵落北項札契

海 交便便

定効作

道 等及者規有書

電決にな成

財 付にびの

免

方る報定よ入の

務 よ

６７

業
事
税

説 札

開開札札交

入入入
場

金書 保 札札証明付

保

係の に分

場日はの

る
課に

るび執札

場日

札札

入入

は明

額事称地契行説

金

公に

１をは、書

に務約
話調開よ

円担北郵電、

道番番達する

未当海便

のる教号号手る。

満す
端組育続。
の 数織庁

止

がの企－－停

あ名画

等 － る称総

す等等

お札係載税税

に
てび消る抜相

い 他及る
税額価額

、こ費金き当
相、

に公及は格は

２の
定に地消当当

規告び、

め消税代

す定方費額該

る

税に価の

資る費等単金

を札係）請

格入

に否

則 入に方り札要

規

法札よ法定
予。

和 入たる

昭 るめ限

札

北 場認価し

年 のは定）

道 でな者

海 所め格た

則 付。価落

規 交い単を

るの者

第 す）札

に

所時金免付所

、交

証
るす北北電

す関
除

道道番

にに。る海海話
育

じじ項札教号

同同事

。。幌
市庁
中企－

央画

海成

北北平

所時

－ 区総

海
道道

市庁月

幌育３

札教年

中８

と及務が

区２
央階日

有 きび部北

り
内 、在務道得

は所財海

の幌。 線 そ地課札る

端市

数中－

金央

捨西

り条

切３

を北

額区

下課すの

有に以ると求

なす税ると

し関
費業とに

いる消事こき

で算

の件税者。加

者条

るる た違」あす しに等
免と 札しいかこ 入反と

財入。税 、たう
はの業費 務札）事消

以のる

。限す

号 。制と
囲
下範。

」の 則低 規最 務で 財内
う

い格 と価

北務

単

３部
丁線 ７課内 西務

条財
目

－

３会前

北号午

条議
目

丁
７
西室時

一道

一庁

四

。
）
。目

る丁

て７

館
別

無扱で等 則、取者税 規
効いあ相 第
とる当

。

。
各るをを

すか額 条

を 第） ）価
も
第て

っ 条



２
履札の平道昭

入次

平 にい成が和

成 行 参ず 行十 加れ年う年

四 すに北指４

年 場るも海名月

三 者該道競１

北 海

海 海達 北北北北北調契

道道道す 道約 を 海海海

期 役 内豊礼利稚る 稚道

商富文尻内務

道 公 報

内
稚 校

象道

対海 託
委北

第

１
札 と成調宗

の平入

次

達谷北委 お

道対 付

り年を管海託 に

般月る道稚象

一３す内
役立内校

す
る 競
争日務学高及

号

育
教

谷
宗

庁
育

教
道

海
北

月 に当告争日

十 所必す示入消

二 要る第札防

日

資と号関告

なこ９に庁

委規る第

の格。にす示

託定指２

火

象るを本

対す名号

曜

に舎止１

校庁停文

日

高高高養 工の

よ等さの

等

等様 等等等護 高仕間

校校校校平 学学学学学

成 校

入

○説４
札年 ○○○○○

日 ○書１
明月 ○○○○

高

消

○○○○○よか
に

具○

等校

備学 設

等 用
防

設備○

消火器
ンクラー設備

屋内消火
火災報知設備○

スプリ

学消

入の校等び 事

自動

称防校防

札項名消

下び設か設

以及用ほ用

数備５備

」検

札点）

入量等校等

う海式

い北務一

と業

。道宗

告
局

道

示 教第

育

号
５

庁
宗
谷
教
育

い上

。防ての

る消れ表

守こ掲

保いに

備な欄

設
資防

の消

検。る

点とげ

るら

すの

有士

を備

格設

成 ○○○○○。平
月 ○○３

年 ○
○

で ○ま
日 ○○○○○

器

非常放送設備○

○○

難器具○

漏電火災警報

誘導灯・誘導標識○

避

ー設備○

自家発電設備

北

）教谷

防火シャッタ

谷）

施宗区

実庁地

を育
川

及
長
局

。育

る教

す

局
告
示

７８

。び

と及

こ類

る種

こ札交交

和と入郵
便

に 付付 北に明等 年ろ説

６

道るの

海よ書

入保
札 札金

入開開入以証入
保 にを

札下
加付 保証 消 参納 札札札

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を稚教行

条 査道道執

っ市庁場 を 行内育の札

夫
英

者かアイエ

はの

請 の の、審申申申 条 こ
札かを書 請請 ５ 入ア査

３

ら申類 の

安谷付

定を宗件

指務条
競

に・内般

分全管一

区

る 場方 規。交

よ 応確で

関所法札

第に入

則付

。る

号す

場

下項海海の

以事北北
道道

庁交

務内育で

財稚教所

しす
金 費

則末宗付

規市

納 等 よる 証 日場日の 税

時所時金とと
付 」 うこ

者

除 う る

免 い す。
の と

、

納 ） 成にには

、 。 平
同同付 相

４。。の

方 当 年じじそ

は 含 １の

等 を 月者

法 額

広谷及 す場 た末宗所 示
丁育日所

き４教び 場
と

北

審２企

、目局時

は所
結地総海海

北査番画北

務道道

海
道果
申経内谷

教を号課稚宗

者学末同

庁請理市合

育

の 、ウ請の ２のの は

宗

でな出 規時方 地まし提

れ に 自にけ期法先 定 方

申け郵 る 法めば よ 治定
ら成請れ便 条 施るな平
書ば番 件 行と

令こな

一
ろい年類な号 付
昭に。３のら

般
和よ月提な
出い－ 競り

該札

、に当入

じ実の争

す約加

の施契参

１実
がの

消た行格

のる履資

設必能査

用に可審

防め

す

の人と

等なこ

備要な

丁育。

と４教る

」広谷

）番画

。２企

う目局

い

務

第地総

一 号課 条一 か経

五

学 ら理
校

政 。 積

、 む 日見

条管

た

第 の ）っ

令 ） 月も

午契

７ ５

２金の の

後約条 分

及 に

時額
る
税海 す

費北 当
消び 相

管４舎

谷に校広庁

及道

係目階

育知理丁４

教通
画。番会

企る２大

局す

室

総地議

務

争

管
校

学
理
経
課号

、日先。

入 年２の
）示北 で 令の水指 札 政

及かに海 あ 第

びらよ道 る

り稚 の 号

成市 、 以

に日作内 で 。

掲

）た広 札
げ水し末 入 下

る

請丁 参 令

資ま申４ に 政

点員。

を書目 加 」

格で

こせ
うさ

行事
を従
検を

るで
きが
でと

がこ
とる

で係

ま理

有こ
をる

者き

地務 以
び財 額

る
め
定

の

費入
消則 の

方規 上

有類２ し と

係
理

税札昭

る提地 うう
すを番 よ い
と 。か出

と

第るうな

どし号 す ）

業
、
り

お
て。

し



１ 北

次 海

の平入 道

と成札調宗 教

に達谷北 お 育

り年付を管海 庁

一３すす内道 宗

般月るる道浜 谷

事役立頓 競 教

争日項務学別 育

北 海

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

説

るび執札 在 す及の入

事契行

道 公 報

のこ

るり課に者員る

イ
札あ一と

金捨税相落で

業す者る部。

額て事当

免

加金者るとかに

をた

額っ申税

算額で金なを

し）あ

第

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金 書札 札掲札落

約 入

の札

効入等 の時決 有る額 作

係 のおに な札に

成に定
当 入及

号

札務 便
郵落財

９

平

者規 及
成則 び
十第 電の
四報決

年に条 定 三

入の校高

よ

局

札名消等 告

称防学 示

以及用校 第

下び設ほ ６

数備か 号

」検）

札点校

入量等２

う海式

い北務一

と業

は、書

務約は明

。道宗

調開よ

担、公に

を称地

る。

す北郵電達する

当
道番番続。

る海便話手

の育停

織教号号の

組

止 名庁

等
が － 称宗－

及谷

有 － び教

者出業

たをるをたし事

っ免札はる者

金もか入

て税書、こが

額

札。る

当落事に落とい

価者載決たと

該札業記

しは

額格です定だき

金

るこ速、、

にとある後

同

円るかとや落共

１す
問に者企

未のを。か札

消

てた 札びる 要い

満で

て 限の費

、っ に否他こ

、 。告等

のは る公税

２

札 し定取

定入 ）にの

規

に 者るい

る書 ため扱

す
に
を載 落札

格記 を入
資

方第

しれ 者関
有さ 札

月

１ る

十

項 入法

二

の 札

日

り

いよ

なに

め定 認規 は

火

め
定

。

曜

予
た

日

区

実庁地

を育南

）教谷

局

。育

る教

す谷）

施宗

所育り

川
及

長

得 在局北

る
線 総稚内 画道。

地企海
務内
課市
経末

理２
管目
校丁
学４
理広

共体

の、わ消が業

係番

数札、税同消

端入ず費

積の業税

がに見等企費
の免

る加も課体等

あ参
きるた事場税

とすっ税

約者で業

は者契業合事
っ申

そ、金であ者

、は
端費のるて出

の消額あ
か、書

い金 する
なた とす

数税

当 に
のに 。件

者額 る条
札額 し 入金 反 た該 違 し
入 、の た
財札

定

無５ 則、の 規は分 務 で
内

囲
範

の
限

制
の

格
価

４

夫
英

の
低

最

申査
約 の審

かアイエ契

請請項 査請を
条 審申申

地

申類っを を書行

３

号

者 指務条

は

谷付、 条 昭定を宗件こ

分全管一ア の の 和区安

入

ら の 札 年に・内般か ５

４応確で競

免そを
出 の 額に税の提 分 金等
を係事構
業成す 切る

２

北調契履札の平道

入次

行 海

達にい成が

を参ず
北指

道す加れ年う 約行

効に 第

るすに

相 と

委北北

。
各るす

す 条当

格
価

象中 道 対道

海 託海

た示 のの 象
対
託
委

持
を

き場 時方 し提とす

請の

れ、

け期法先は所

な出

結

な平申け郵北査

ば審

ば番道果

ら成請れ便海

書 な

ら育申

い年類な号教を

。３の

庁請 月提な
出い－宗者

の 、 月じ実の争ウ ２ は
札で 規 地 １、に当入ま

施契参に 定 方 日１実該
す約加定 に 自 消の

法 庁のる履資め よ 治 防

と 条 施 告消た行格る る

可審こ 件 行 示防めがの

設必能査ろ 付 令 第用に

一

２

なこよ 般 昭 号備要なに

文の人とり 競 和 本等

道競 期場 役るも海名 枝
高のに当告争

幸務者該
第札 等

仕間所必す示入
関

学等なこ９に

様要る
資と号
規る

成の格。にす 校平
委 入
４対す名

札年託定指 ○

校庁停

明月象るを ○説

別農
別 頓

校頓 浜

○書１

○

校校
学 学

等 等高 高業

設備○○

器具○

火災報知設備○○

消火

用設 防用 消防 び消 及
校

動
屋内

消火 等
備等 設備

谷に 自日先。

教通 の

る

）示北局す

水指育知
総

らよ道画。

かに海企

り稚

成市課

日作内務
４学

）た広理

水し末経

争

書目管

で請丁校

ま申

１点員。、

従の 札 政 の検を２ 入 年
で 令 表を
上うさ及 あ 第 の行事

欄こせび る
の 号
以

掲がこに で 。

にとる
きがげ 入 下

げでと掲 、

消るでる 札

る

る格 参 令

防者き資 に 政

舎止
備有こを 加 」

設を

れ ○よかよ等さ

に日に

○。平。防て

るらる消
備な

成設い

月点と

３守こ

年保い ○

検。

備○○

を

で格

ま資

日の

識○○

器具○○

放送設

ー設備○○

灯・誘導標 誘導
避難

非常
シャッタ 防火 一

一
六

提地

を番係

類２理

出

い

士しと有 し と

な
し号

種おる うう

のて。す よ

及、ど す ）

類りか と 。

と
こ
る

す
有

び業第るう 。



に入るり課に

号ア

平 掲札落金捨税相

成 札 げ金額て事当

十 決 る額をた業す

四 定 入等加金者る

年 に 札に算額で金

三 当 及係し）あ額

北 海

９

入開

郵落財て契要そ

っ

者書 規札 及札

札約 務 便

則の び

に 報効の 第時 電有 の作

決成

にな

よ入 条 定のお

道 公 報

７８

こ札交交

和と入郵
便 入

付 保北に明等 札年ろ説

金道るの

証海よ書に 付

則付る 場方 の規。交

よ

第

６
入保

札下 札金

入開開入以証

にを
費 加付 保消 参納 札札札

等 よる 証 日場日税 しす

号

５

道道執

海海札入

北北入

市庁場

内育の札 稚教行

広谷及場 末宗所

月 た びるたをるを

十 っ こ消金もか入

二 て の費額っ免札

日 は 公税て税書

札業記

、 告等当落事に

定取金価者載

入 にの該
書 め扱額格です

札

火

するこ

に るいにとある

記 入１

曜

未のを。

載 札円るかと

さ に

日

札 方要 第い

れ 関満で問

項、 入法に否他 １て る
認。 規の はる の２ 札限

よす なし に定 め） 定規
格 を 定資 。者 りる いた

納

し 者 予有 札 たを 落 め

関所法札

付第に入

の
除。る

免号す

下項海海の

、以事北北

付道道場

納
法務内育で

方財稚教所

は則末宗付

等規市庁交

政と４教る

、」広谷す

と 時所時金とと
」 うこ

者
う る

い す。

、
） 海成にには

。 北平
同同相 道
４。。の
当 宗年じじそ

含 同１の
を 合月者

額 谷

。 舎積
む 庁日見

目局時

丁育日所

４教び
務道

地総海

番画北

２企

広

学末

理市

経内

号課稚

入ず

た すの、わ

管４

校

に見

額 条数札、

金 る端
加も

当 にあ参積

に 件が
るた 金 反とすっ 該 違る
は約 の たは者契 額 しき

入、

札そ、金

、端費の の

はの消額 分
５

格い す 価な と 定

無数税

のた 限し 制の 。 の者 る
最務 で財 内、 囲札 範入

局

令い丁育。

の則 低規

。２企

第う目

）番画
務 の
第地総 条

号課 ７

学 北ら理 びか経 及条

校 海

も

で係 務
ま理 財

条管 道

大た
の 階）っ

） ４月
会午契

額５

室３金の

議後約分
に

時

び額
及る
税す

費当
消相

地
番

２

係目

理丁

地以

号

に
当の と額に 相分 効金等

すを係

るす切る

。
同祉ー同同祉
会

費）別

特慈軽型特

会ム

人照護

養ハ老慈養

別徳

第
愛老ツホハ伏老

護イ

価
格

持各

を条
会ム

医大同祉ー同祉ー

病特慈特藤

形療雪会ム

養

科人院別徳別苑

外法

老

院団護イ護

病社養ハ

め
定 則
の 規

杏愛老ツ伏

定

昭る
北

昭） 海

の平大 道

一成雪

和
選

脳 部 挙年
を年神 管

次３経

北
理

の月外

海
委

税札
費入
消の
方上

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名 のこ

者員る

イ

す及の入

者る部。

札あ一と

落で

ホ

和人ーイ古人

とかに

同同同

福ホムツ福
伏 北
号古号

ホ

仁知人古人

東条

条７

山
永

同同同

会福ホ福
伏 ３北
号古号 条

科

道

丁東条

７条７

よ 員選
う日・ 会

に整

挙
告

改
管
示 道

正
理
第委 選す同 員
る 号会 挙

告。

管

第山

示永

理３
北条 委

行説

るび執札 在

海７ 号

地は、書

務約は明

事契

当調開よ

担、公に

を称

手る。

す北郵電達する

組道番番続。

る海便話

の育停

織教号号の
止 名庁

等

っ申税

なを免

－ 称宗－

が

はる者

者出業

たし事
たと

札。る

落とい

、こ
速、、

後しは

定だき

決

３

や落共

平平

番番

４１

目目

丁丁

一
一
七

３

に

目

番

５４１

番目目

１丁丁

平平

号番

」にを

」」

員道丁
選目 不

会

管番 者

挙１ 在

告

理５ 投

示

委平 う

会 行

員 を

委号 票
と

員元 こ
が

長

で

が

き

及谷

有 － び教
所育り
得 在局北

る
線 総稚内 画道。

地企海
務内
課市
経末

札同

管目
校丁

学４
理広

費共体

消が業

に者企

か

等

の業税

等企費

税同消
合事

事場税

税の免

課体
あっ申

であ者

者で業

業

の
等

康 院
病

橋を る、、

地
係番

理２

指

之

免そを

か、書

るて出

号

業成す

事構出

税の提



定

型式の概要検検検

１

造 技式定の 遊型製型定

の験番効 式業 機試年有

月

北 海

又代製う 、成
で平

の
た

検
定は造事 同
則３申名又業遊 規年表

の機 第月請称は所技 者
の 者及検

のび査所の ９
条日

道 公 報

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公

の機
正

安

認の
化

委

定型
等

員

及式
に

会

びに
関

告

型関
す

示

第

護り

コ戸軽ハコ介う戸

老スト老ん井

ー費ウー

潮ホェ福潮

人フ人

ト井

ク設

寿ムッ施寿

ーニ祉

荘アスゆ荘

ケ

号

藤老ス

ム費ウ

ー軽ハ

平苑人フ

成ホェ
十ーニ
四ムッ
年ケク
三

号日号間

区番期 者 アス

平第公

分名名
株 遊

示 成 式 技

の 機フ会

日 年 のィ社

認ーダ３

成

定バイ月号平

及ード

び競ー日

月

式王３

型馬年

地類 第氏住を在種 氏

の

株代群ぱ 項
１名所名行

県ん 規京式表馬ち の東

に渋社締桐こ 定都会取

区イ市技 よ谷ダ役生遊

ー田野 公東ド寳境機 り

海目久六 す北丁町 示二

治丁 る

式す
る

第

のる
法

道律

検技 号

定術 公

１にの
和 等上

昭

安

法 す格
年 関規

委

第 規適
律 るに

員則合
し 会

戸１戸

同同同同

昭て号

字字の字１字

町町

井井
町

石川川石

釜鳴１鳴釜

町町町

月
十
二同

日

火

鳴１
字の

曜

町
川

日

検
す３

関ら

にか

等）

定日

第
条
６
第
則
規間

る年

公番目 。道

３ 安
潮

長
員
委
会
員地

委番 号

和い）

田

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
。

第のう

則等い

」規業
４規

平平

地地地地

番番番番

め
改

をに

」

平
地

番

型式の概要

４

イ
号
１

」

業遊遊型製型

造事
製う

造 は所技技式

又

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定

制）

年有 造式請称者 定

６業っ

第び行

）及を

号

検検検又代製う型式
３

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

式の概要検

２

。
る

有請

遊型製型定

造事
製う型

年 造 は所技技式

又業遊

称者

申名表 定は
検又代

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名
豊 愛ぱ遊

丸 知ち技

県ん機竜産

名この凰業

屋技定説式

古遊認伝株
会

及

村型

中び１社

市機及

験のび 番効 式業の 試者
名所名

番氏住 期 者氏 月

公愛豊代

名名号日号間

平第 ビ株

示知丸表 成 バ式

の県産取 ラ会

日名業締 年 イ社

古株役 バダ３

市会永

ルイ月号平屋式

成 ド

中社野 ー日

効の 者及検の機機

年村

区 期氏 のび査所のの 番

名行地類分

氏住を在種

東株代群回遊

号間名所

示京式表馬胴技

第公
の都会取県式機

日渋社締桐遊の

谷ダ役生技認

寳境及

号平区イ市機定

二ー田野び

成東ド

業 検の機機試

年丁町型

区番 者月 査所のの験 式

地類分名名号日

を在種

平

行

株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機ゴ会

年 名このー社

定ト尾月

古遊認ス高３

屋技

市機及ハ

の 者及

川型ス

中びウ日

株代

名所名

氏住氏 のび
名社締

県会取

知式表

愛

島

中ヶ

市内

屋尾
古高役

等

井定

戸検

長の

区式

川

る

目す

丁関

三に

町

豊

３区裕

６
第

地則

番規

戸
月長

３目
ら丁
か三
）町

日井
年

丁の

３目久六式

地
間番

治 月
番目検
定 日３

等

３す

ら関 地 かに 番 ）号

６
第
則

間規

年る

一等

町定

元検

蔦の

区式
す

目関

丁に

博

区敏

６
第
則

地規

番る

３
目

丁
一
通
平

太

一番 一地 八

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

イ
号
１

第



検又代製う型式
７

平 定は造事成 申名又業遊遊 表

十 請称は所技技 者四

の 者及検の機機年 のび査所のの三

北 海

定

型式の概要検検検

６
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

事

要検検検検又代製う

申名又業 定表 定定は造

有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

第

検又代製う型式の概

５

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

式業 の 者及検の機機

造

のび査所のの

号

効

年有
定の 定定

検検検

氏住を在種区 氏 月番

月 名所名行地類分十
二 東サ代埼埼ぱ遊日

県ん機

京ミ表玉玉ち技

株締川狭この

都ー取県

技定

島式役越山遊認

豊
区会市市火

台字び

東社里南大機及

池見曜

二丁新式

袋一中型

日

種区番期 者

丁治目田の

第公

類分名名号日号間

平 奥 ぱ遊

示 成 村 ち技

の 遊 ん機

日 年 機 この

株３ 遊認

式月号平
成

技定

会 機及

社日 び

氏

のル月

式ー３

型ワ年

所名行地

番氏住を在 期
名奥代名静

号日号間名

平第公
示古村表古岡 成

の屋遊取屋県

日市機締市駿 年

昭株役昭東 ３

上区小

月号平和式和郡

成区会
鶴社野鶴山 日

沢

３二栄二用

年舞舞町

を在種区者 氏

月丁作丁

所名行地類分名名

氏住

マ

名

ル

愛マ代愛ぱ遊

県ん機ホ

知ル表知ち技

県ホ取

認工 ア 春ン締春このン

井技定業 ド 日工役日遊

市株岸市機及株 ベ 井業

山型会 チ 桃式桃び式 ン
ー 町社勇町式社 ャ 山会

第公

日号間
期

１夫１の

示

平
成

の
日 年
３

成

月号平

日

字検

月
３

年

目

番芝定
等 番地

に
規
る １す 地 号関 番 ２８

第
条
６
第
則

検ド

ら

にプか

等ッ）

定カ日
３

関

年

す

目字

第
条
６
第
則
規間

る

目
）番番窪

日２２萩

か
ら号号

間
年地

３番

丁丁検
等サ 目目定
バ に

規
る
す 地地ナ 関 番番ン

第
条
６
第
則

イ
号
１

間
年
３

ら
か
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日

表 定定は

検検検検又代

年有請称者 定の申名 定

う型式の概要

９

イ
号
１

遊遊型製型 表造事

代製

８

造 は所技技式 者
又業

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定

号
１

年有 造 技式請称 定

検検検検又代製う型

イ
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名

造式

型製型

の概要

年有

期氏 月のび 番効の 者及
高代

日号間名所名

氏住

示阪砂表

平第公大

成

の府電取

日大器締 年

阪産役 ３

成中株石

月号平市業
央式井 日

業 の検の機機試

年区会

区番 者 氏査所のの験 式

行地類分名名号

を在種

名
代群ぱ遊フ株

表馬ち技ィ式

取県ん機ー会

締桐このバ社

技定競イ

役生遊認ーダ

び王ー

寳境機及馬ド

市

田野

番効 式業 機試者及

町型

番氏住 期 者月 の験のび

分名名号日号間名所

区

平第公東株 サ 遊

示京式 成 ミ 技

の都会 機サー

日渋社 年 のラ株

谷ダ 認リ式３

東ド

定ー会月号平区イ

成 及マ社

二ー びン日

の 者及検の機
型金年丁

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

東サ代埼埼ぱ

日号間名
示京ミ表玉玉ち

平第公

成

の都ー取県県ん

日豊株締川狭こ 年

島式役越山遊 ３

大機

月号平区会市市技

成東社里南

池見台字 日
番 者
験 式業試

年袋一中

名名号
サ
ミ
北ー
斗株

社
拳会

の式

場
月船夫

３南社治

３番
ら９
か目
）丁

日二
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定

目検

治丁の

久六式
等

６
第
則

規
る
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関 地に 番

式太３目
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番 検

関ら

にか

等）号

定日３

新

６
第
則

規間

る年
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字

月丁治目田

３二丁

目
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）番地

年１ ３地 ら号番 か２８
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１

第
条
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１

第
条

間

イ



定定

型式の概要検検検
有 造 技式定の 遊型製型
月 の験番効 式業 機試年

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の
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月のび査
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区番期 者

平第公

分

株 遊

示 成 式 技

の 機か会

日 年 のっ社
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商月号平 定
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在種 期氏

の月

式３

型年

間名所名行地類
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平第公大株代愛ぱ
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示阪式表知ち 成

の府会取県ん
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阪藤役宮遊 ３

松丹機

月号平市商市技

成中事
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三
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事

町型

元陽び

事松丹機及

三式

間名

区番氏 期 者

夫ツの

平第公大

分名名号日号

遊ド高

示阪 成 技リ砂

の府 機ー電

日大 年 のム器

阪 認セ産３

成中

定ブ業月号平市

及ン株

央 びマ式日

式ク社３内

型ッ会年区

を在種
のス月本

月行地類 十
二三三回 日

技

度志遊

県県式

重重胴

郡郡機

会摩

火

城島
玉浜

曜

蚊大
町町

日野字

検
す３

関ら

にか

等）

定日

井

第
条
６
第
則
規間

る年

町

６

か目平

）丁下

日１字

間号
年４地

３番番

ら１ ６関

平に

下等

字定

井検
第
条
６
第
則
規

地る

番す

町 検

１

にか目

等）丁

定日１
間号

る年４

す３番

関ら

松屋
字塩

第
条
６
第
則
規

広
原字

見
番
番

イ
号
１

１

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は

製型申名 定表 定定は

の

年有 造式請称者 定の 型

イ
号
１

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申
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行

株 群ぱ遊

式 馬ち技

県ん機フ会
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市技定バイ

生遊認ーダ
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式月号平区イ

会
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効の 者及検の機機
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行
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有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

第

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

号

効

年有
定の 定定

検検検

氏住を在種区 氏 月番

月 名所名行地類分十
二 東株代神回遊日

取川式機

京式表奈胴技
技認

台社締県遊の

都会
区イ浜機定

東エ役横

火

野ッ月港び

上ペ望市及

曜

丁ス光区式

七ク北型

日

間

種区番期 者

目三新の

平第公

類分名名号日号

回遊マ株

示 成 胴技ッ式

の 式機コ会

日 年 遊のウ社

技認エ３

成

機定イ月号平

及ペ

びッ日

期氏

の月

式ス３

型ク年

名所名行地

番氏住を在

第公東株代神

号日号間

平

示京式表奈 成

の都会取川

日台社締県 年

東エ役横 ３

上ペ望市

月号平区イ浜

成
野ッ月港 日

新

３丁ス光区

年七ク北

住を在種区者 氏

月目三

名所名行地類分名名

氏

イ式

東株代埼回遊ハ株

式機パ会

京式表玉胴技

締川遊のー社

都会取県

島北役口技認ジ北

豊社

及グ子

区電市機定ャ電
ー

池林塚びラ

西子小戸

袋東型

間
期

丁子丁の

１昭４式

示

平第公

日号
成

の
日 年
３

成

月号平

日

等

番町定
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月
３
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業遊 定表 定定は造事

検
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式

型製型

の概要

年有請

月 の験番効 式業 機試

造

名名号日号間

区番期 者

平第公

分

奥 遊

示 成 村 技

の 遊 機

日 年 機 の

株３ 認

式月号平
成

定

会 及

社日 び

効の 者及検の機
型ワ年

種 期氏 月のび査所の 番

名所名行地類

氏住を在

公名奥代名静ぱ

日号間
示古村表古岡ち

平第
成

の屋遊取屋県ん

日市機締市駿こ 年

昭株役昭東遊 ３

小機

月号平和式和郡技

成区会上区

鶴社野鶴山 日
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